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碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て
會 員 　 上 　 村 　 観 　 光

　 南 北 朝 の 末 か ら 室 町 時 代 を 通 じ て 五 山 鐸 曾 の 筆 録 し た 日

記 は 数 種 あ 9 ま す ガ 、 今 日 迄 一 般 史 家 の 問 に 最 も 知 ら れ て あ

る の は 南 輝 寺 義 堂 相 術 の 空 華 日 工 集 と 相 國 寺 端 渓 周 鳳 の 臥

雲 日 併 録 ・ そ れ か ら 蔭 凍 軒 日 録 等 で あ り ま す 、 此 外 に 東 幅 寺 季

弘 大 叔 の 藤 軒 日 録 と 碧 山 日 録 二 つ が あ り ま す が 、 是 等 は あ ま

り 知 ら れ て 居 り ま せ ん 、 件 信 友 の 「 史 籍 年 表 」 に も 前 の 三 書 は 塞

げ て あ り ま す が 後 の 二 番 は 記 し て な い で す 、 空 華 日 工 集 は 原

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 一 巴

蚤
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・ 、 ' 、 一 餐 警 灘 補 綴 遡 等 .

　 　 　 　 碧 山 露 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 二

は 空 華 日 用 工 夫 集 と 名 け て 四 十 人 勝 あ り ま し た ガ 、 後 に 何 人

か 抄 録 し ま し て 日 工 暑 集 と 名 づ け 二 珊 だ け 現 存 し て 居 り ま

す 、 足 れ は 正 中 二 年 に 初 ま っ て 嘉 慶 二 年 四 月 に 終 っ て ま す 、 次

に 臥 雲 日 併 録 は 是 れ も 原 本 は 七 十 四 珊 あ り ま し た が 相 國 寺

光 源 院 の 惟 安 妙 安 が 抜 葦 し ま し て 二 冊 … よ 紅 現 存 し て 居 り ま

せ ぬ 、 此 は 文 安 三 年 四 月 に 始 ま っ て 文 明 五 年 の 五 月 に 終 っ て

居 ま す 、 蔭 凍 軒 日 録 は 室 町 幕 府 の 日 録 と も 見 る べ き 庵 の で 永

亨 七 年 頃 か ら 起 っ て 文 正 元 年 に 終 っ て 居 り ま す 、 足 れ は 相 國

寺 の 盆 之 集 箴 、 輻 泉 集 謹 、 季 環 眞 蘂 等 の 筆 録 し た も の で 、 主 と し

て 將 軍 家 に 翻 す る 事 柄 が 多 い の で す 、 彼 の 永 亨 日 録 と か 、 季 環

日 録 と か 竜 泉 日 録 と か 申 す の は 是 の 蔭 掠 軒 日 録 の 或 部 分 を

印 し た の で 、 此 れ 等 の 日 録 を 綜 合 す れ ば 蔭 涼 軒 日 録 と な る の
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で あ り ま す 、 叉 、 鹿 苑 日 録 と 申 す の ガ あ り ま す か 足 れ は 鹿 苑 院

僧 録 の 日 録 で 原 本 は 東 京 大 學 に 蔵 せ ら れ て あ っ て 私 は ま だ

内 容 を 見 ま せ ぬ か ら 詳 し く 申 上 げ る こ と は 出 来 ま せ ぬ 、 そ れ

か ら 碧 山 日 録 と 簾 軒 日 録 で あ り ま す ガ 、 碧 山 日 録 は 次 に 申 述

べ ま す か ら 略 し ま し て 葉 軒 日 録 は 文 明 十 二 年 に 始 ま っ て 向

く 十 入 牢 の 十 二 月 に 書 き て 居 り ま す 、 そ れ で 空 華 日 工 集 と 臥

雲 日 併 録 、 碧 山 日 録 、 藤 軒 日 録 の 四 鮎 は 箇 人 の 日 記 で あ り ま す

か ら 一 般 歴 史 の 材 料 に な ら ぬ 事 柄 が 間 々 あ る 代 り に 鈴 … 程 面

白 味 ガ あ 的 ノ ま ふ 。 り 、 之 に 反 し て 蔭 凍 軒 日 録 の 如 き は 幕 府 の 日 録

で す か ら 史 實 に 富 で 居 る 代 り に 随 分 無 味 乾 漆 の 事 柄 が 多 く

あ り ま す 。 空 華 日 工 集 の 著 者 義 堂 は 足 利 義 満 を 輔 佐 し た 位 の

人 で す か ら 、 當 時 の 五 山 で は 中 々 に 勢 力 も あ り 學 殖 も 深 く 見

　 　 　 　 碧 画 健 鐘 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 三



　 　 　 　 碧 拠 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 四

聞 も 博 く 殊 に 思 慮 の 綿 密 な 人 で あ っ た 様 で 、 又 来 往 の 人 々 が

當 時 高 名 の 人 々 で あ り ま し た か ら 中 々 有 益 な 事 柄 が 記 載 せ

ら れ て あ り ま す 、 臥 雲 日 併 録 の 著 者 端 渓 も 當 時 は 曾 録 で 中 々

の 派 利 き で あ り ま し た し 、 又 深 き 謹 書 趣 味 を 持 っ て 居 た 人 で

す か ら 其 の 記 載 の 事 柄 は 當 時 の 文 學 上 非 ・常 に 参 考 に な る 黙

ガ あ り ま す 、 季 弘 の 藤 軒 日 録 は 碧 山 日 録 と 其 の 内 容 は 伯 仲 の

問 に あ る 物 で す ガ 季 弘 は 東 幅 に も 南 輝 に も 住 山 し た 人 だ け

あ っ て 、 五 山 に 關 す る 事 實 は 多 い 榛 で す 、 碧 山 日 録 の 著 者 は 五

山 に も 住 せ ず 十 刹 に も 補 せ ら れ ず 李 曾 で 一 生 了 つ た か ら 、 毎

日 あ ち ら こ ち ら と 出 あ る き 、 途 中 の 見 聞 な ぞ を 記 し て 、 就 中 磨

仁 乱 に つ き て は 色 々 と 其 有 様 を 記 し て 居 り ま す か も 、 一 面 か

ら は 當 時 の 風 俗 を 知 る に 都 合 よ く 、 前 の 三 日 録 に 比 し て 一 種
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の 特 長 を 持 っ て 居 る 様 に 思 は れ ま す 、 此 外 に ま た 鳳 林 承 章 の

隔 明 記 と か 、 策 彦 の 初 演 、 再 渡 の 日 記 と か 種 々 あ り ま す ガ 、 足 れ

は 本 題 に あ ま り 關 係 の な い こ と で す か ら 詳 述 す る こ と は 略

し ま し て 、 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 愚 見 の 大 鵬 を 申 述 べ 様 と 思

ひ ま す 。

碧 山 日 録 は 「 史 籍 集 覧 」 の 第 二 十 五 珊 に 百 三 十 丁 よ り 三 百 四 十

五 丁 に 渉 っ て 載 せ て あ り ま す 、 是 れ は 奮 東 幅 寺 龍 眼 苓 の 所 蔵

で あ っ た の が 後 に 前 田 侯 爵 家 の 藏 本 と な り 、 侯 爵 家 の 藏 本 に

擦 て 東 京 大 學 が 影 篇 せ ら れ た も の に 依 て 活 刷 に 附 せ ら れ た

の で あ り ま す 、 此 の 日 録 は 長 禄 三 年 正 月 に 始 ま り 慮 仁 二 年 十

二 月 に 終 っ て 、 丁 度 十 ケ 年 間 の 日 記 で あ り ま す 、 而 し て 別 冊 に

成 て 居 り ま す 「 史 籍 集 覧 」 の 解 題 の 中 に 其 の 入 十 丁 の 所 に 碧 山

　 　 　 　 碧 海 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 . 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 五



聚 . 譲 . 認 . 噸 閥 驚 講 灘 3

　 　 　 　 碧 画 縫 線 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 . 　 　 　 　 　 一 四 六

日 録 の 解 題 が 載 っ て 居 り ま し て 、 左 の 如 く 記 し ・ て あ り ま す 、

　 碧 山 日 録 　 五 巻 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 毫

　 曾 碧 山 自 筆 の 零 本 五 珊 、 前 田 家 に 蔵 せ ら る 、 長 緑 三 年 よ り 鷹

　 仁 二 年 に 至 れ る 日 記 に し て 此 書 帥 ち そ れ な り 、 然 れ ど も 長

　 緑 三 年 と 慮 仁 二 年 を 除 き て は 皆 残 欠 な り し 、 今 東 京 帝 国 大

　 學 所 蔵 の 影 本 に 依 て こ 玉 に 収 め た り 、 と

鞭 て 碧 山 日 録 の 全 部 を 績 み ま す る と 恵 山 又 は 本 寺 な ど と 書

し て 東 幅 寺 の 事 柄 が 澤 山 記 し て あ り ま す 、 其 他 當 時 の 五 山 曾

と 關 係 の 事 も 見 え ま す 、 依 て 當 時 の 五 山 曾 中 に 碧 山 と 申 す 文

字 に 長 じ た 人 ガ あ っ た か と 段 々 詮 索 を 致 し ま し た ガ 見 當 り

ま せ ぬ 、 依 て 東 幅 寺 に 就 て 聞 き 質 し ま し た 所 が 碧 山 と 云 ふ の

は 碧 玉 山 正 畳 港 の 事 で あ る ま い か 、 従 来 正 畳 苓 を 碧 山 厚 々 と
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申 し て 居 る と 云 ふ こ と だ け を 聞 き ま し た 。

笈 に 於 て 解 題 に 碧 山 相 術 と あ る は 愈 々 間 違 で 、 何 人 か 外 に 著

者 が 無 げ ね ば な ら ぬ と 思 ひ ま し て 、 著 者 の 穿 墾 に 取 掛 り ま し

た が 併 し 何 等 の 手 懸 り が 御 座 り ま せ ぬ 、 一 面 東 京 の 辻 史 料 編

纂 官 へ も 碧 山 日 録 の 著 者 は 失 墜 で 既 に 調 べ ガ つ い て 居 る や 、

否 や を 問 ひ 観 し た 所 が 伺 君 よ り も 「 碧 山 日 録 の 著 者 詳 な ら ず

聖 琳 と 申 す 人 の 著 な ら ん と の こ と に 候 へ ど 不 確 保 」 と の 返 書

を 得 て 失 望 し ま し た 、 致 方 が あ り ま せ ぬ か ら 再 び 碧 山 日 録 を

精 讃 し ま し た 所 が 長 緑 三 年 十 一 月 六 日 の 條 に 至 り て ・

　 六 日 甲 申 、 玄 兄 工 レ 形 鋼 於 印 文 ↓ 余 以 " 雲 泉 野 禰 之 字 一 需 レ 之 、 兄 乃 許

諾 突

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 　 へ

と あ る の を 見 ま し て 始 め て 別 號 を 雲 泉 と 稔 す る 人 で あ る と

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 七

墨
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い 　 .

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 裁 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 入

云 こ と だ け 分 り ま し た 、 併 し ま だ 是 れ だ け で は 一 向 要 領 を 得

ま せ ぬ の で 段 々 讃 で 参 り ま す る と 途 に 長 隷 四 年 閏 九 月 即 ち

寛 正 元 年 九 月 二 日 の 條 に

　 二 日 乙 巳 、 文 安 乙 丑 之 正 月 、 余 侍 伏 見 之 退 蔵 於 筋 仲 ↓ 筋 仲 以 レ 偶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

、 見
レ 示 、 於 古 紙 堆 中 一 得 レ 之 、 其 銀 目 、 太 極 蔵 主 偶 來 二 城 南 幽 星 聚 頭 分

　 歳 、 尤 恢 晶 老 撰 矧 亦 究 明 己 事 爲 レ 切 、 領 略 本 地 風 光 自 家 田 園 必 臭 、

　 作 偶 覗 レ 刹 日

　 刹 々 麗 々 如 意 輪 、 季 頭 佛 法 蓮 尖 新 、 分 明 契 巻 不 離 手 、 萬 鱗 春 風

　 厨 主 人 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

と あ る の を 見 ま し て 此 の 日 録 の 著 者 が 太 極 蔵 主 で あ る こ と

を 襲 見 し ま し た 、 登 見 と 申 す と 大 層 で す ガ ツ マ リ 見 出 し た 謬

で す 、 此 の 偶 は 長 緑 四 年 よ り 十 六 七 年 の 昔 に 太 極 が 伏 見 の 退
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藏 院 と 云 ふ 寺 で 筋 仲 と 云 ふ 老 僧 に 蓼 耀 し て 居 た 時 に 、 筋 仲 よ

り 與 へ た も の な ん で す 、 此 頃 太 極 は 二 十 五 歳 よ り 六 歳 迄 と 考

へ ま す 。

著 者 が 分 り ま し た か ら 次 に 此 の 日 録 は 太 極 が 何 歳 頃 の 筆 録

で あ る か 是 れ か 調 べ た く な り ま し た 、 段 々 讃 で 参 り ま す る と

慮 仁 二 年 十 二 月 十 六 日 の 條 に 於 て

　 是 日 立 春 、 絵 既 享 年 四 十 九

と あ る の を 見 ま し て 、 太 極 の 生 年 を 逆 算 し ま し た 所 が 、 太 極 は

ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 へ

応 永 二 十 七 年 の 生 れ で 、 此 の 碧 山 日 録 は 彼 れ ガ 四 十 歳 の 時 に

ヘ 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

・ 始 め て 四 十 九 歳 の 時 に 終 っ て 居 る の で あ り ま す 。

次 に 太 極 の 師 承 を 調 べ た く な り ま し て 「 惑 日 山 宗 派 圖 」 を 見 ま

し た 所 が 越 中 の 崇 聖 寺 と 云 ふ 寺 の 開 山 に 竺 ,山 至 源 と 云 の が

　 　 　 　 磐 田 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 四 九
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O
　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 } 五 〇

あ り ま し て 其 の 弟 子 に 全 壁 志 藺 と 云 の が あ り ま す 、 全 壁 の 弟

子 に 虎 漢 齋 遠 と 云 ふ の ガ あ っ て こ の 虎 漢 も 矢 張 越 中 の 崇 聖

寺 に 佳 し 又 東 幅 寺 に も 佳 山 し て 同 寺 の 百 九 世 に 列 し て 居 ら

れ ま す 、 残 年 は 分 り ま せ ぬ ガ 岡 寺 の 歴 代 住 持 籍 … に 依 て 推 測 ℃

ま す と 永 享 年 間 に 遷 化 さ れ て あ る 様 に 思 ひ ま す 、 太 極 は 此 の

虎 漢 の 弟 子 と 云 ふ こ と に 成 て 、 矢 張 り 回 し く 越 中 の 崇 聖 寺 に

住 し た こ と に 系 圖 が 成 て 居 り ま す 。

太 極 は 何 人 に 就 て 學 問 を し た か と 申 し ま す る に 、 前 に 塞 げ ま

し た 退 蔵 院 の 筋 仲 に は 参 耀 し た だ け で 主 と し て 建 仁 寺 の 瑞

巖 龍 怪 に 就 て 學 ん だ か と 思 ひ ま す 、 夫 れ は 碧 山 日 録 の 長 隷 四

年 九 月 五 日 の 條 に

　 瑞 岩 和 爾 入 滅 、 余 出 隔 人 和 爾 之 門 一 二 十 絵 年 、 慈 講 書 論 所 レ 沽 不 レ 少

「 謹 襯 濁 」 、
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曜 也 、 是 以 哀 感 不 レ 減 諸 邦 ↓ 即 赴 果 飛 龍 前 ↓

と あ ⑩ ま す 、 瑞 岩 は 當 時 五 山 に て は 高 名 の 曾 で 、 語 録 ( 三 冊 ) の 外 　 .

に 蝉 苓 外 編 と 云 ふ 詩 集 ガ あ り ま す 、 其 の 外 編 の 中 に 太 極 の こ

と ガ ニ 箇 所 見 え ま す 、 無 用 の 様 で あ り ま す が 後 日 の 便 宜 上 此

に 記 し て 置 き ま す 、

　 　 「 次 韻 太 ' 極 賢 俊 沫 雪

　 漫 天 飛 雪 敬 嘆 縣 、 過 訪 期 君 共 沫 雪 、 美 景 難 逢 急 行 樂 、 人 生 術 仰

　 作 緑 髭 、

　 　 一 夕 朔 吹 撹 林 、 飛 雪 打 窓 、 而 無 □ 美 言 詩 者 、 唯 濁 吟 清 永 夜 耳 、

　 　 明 日 太 極 賢 俊 等 時 統 子 ( 正 宗 龍 統の こ と ) 轍 和 以 付 來 使

: 成 雫 塵 土 髪 如 縣 、 千 古 名 高 爾 何 時 、 請 地 昔 人 君 更 巧 、 零 時 無 断

" 歎 蓮 髭 、

　 　 　 　 碧 由 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 五 】

一 釜 零 電



　 　 　 　 碧 田 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 一 五 二

鼓 で 一 寸 申 し て 置 く こ と ガ あ り ま す 、 賢 倭 の 倭 は 「 稚 子 候 門 ノ

心 ゾ 』 と 雲 挑 抄 に も 繹 し て あ り ま す か ら 若 い 曾 と 云 ふ 意 味 に

取 っ た ら よ か ら う と 思 ふ の で す 、 上 に 述 べ ま し た 如 く 、 余 、 相 術

の 門 に 出 入 す る 二 十 絵 年 と あ り ま す か ら 、 永 享 の 末 か ら 出 入

し 始 め た 者 と 見 え ま す 、 即 ち 太 極 の 二 十 歳 頃 に 當 り ま す 、 次 に

又 長 緑 三 年 二 月 十 三 日 の 條 に も 清 原 清 忠 に 就 て 論 語 、 孟 子 、 爾

書 、 詩 経 、 左 傳 等 を 學 ん だ 乙 が 記 し て あ り ま す 、 叉 後 年 に 至 り ま

し て は 雲 章 一 慶 、 等 持 院 の 竺 運 等 蓮 等 の 百 丈 清 規 や 漢 書 の 講

莚 に 列 し た こ と が 記 し て あ り 、 建 仁 寺 の 九 淵 龍 除 に も 師 事 し

た 様 子 が 見 へ ま す 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

太 極 の 孕 素 量 も 親 し く し て 居 た の は 東 幅 寺 の 季 弘 大 叔 と 同

寺 塔 頭 永 安 院 の 惟 精 見 進 の 二 人 で 、 其 外 に 建 仁 寺 の 正 宗 龍 統 、
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東 幅 寺 の 華 岳 建 胃 、 儒 者 で は 清 原 常 忠 、 歌 人 で は 栗 棘 苓 の 清 巖

正 徹 書 記 等 で あ り ま す 、 併 し 徹 書 記 は 長 緑 三 年 五 月 九 日 に 七

十 九 歳 で 寂 し た こ と を 同 く 十 一 日 の 條 に 書 い て 居 り ま す か

ら 見 れ 以 後 に 交 は つ た こ と は あ り ま す ま い 。 太 極 は 文 典 の 日

録 の 中 に 寛 正 三 年 五 月 四 日 と 同 年 入 月 五 日 の 條 に 「 爲 諸 子 講

社 詩 」 と 記 し て 居 り ま す か ら 、 束 幅 寺 の 若 曾 等 を 集 め て 肚 詩 の

講 を 開 い た も の と 思 ひ ま す 。

家 に 此 の 碧 山 日 録 の 草 案 を 友 人 に 見 せ て 字 句 の 批 評 を 需 め

た こ と も あ っ た と 見 へ て 長 禄 三 年 三 月 二 日 の 條 に

　 問 緻 惟 精 於 嬢 暴 封 床 而 談 、 正 宗 叉 至 、 出 子 之 日 録 以 商 略 焉 、

と あ り ま す 、 叉 長 禄 四 年 四 月 入 日 の 條 に も

　 余 去 春 、 以 輔幅 日 録 敷 珊 " 求 恵 公 之 鑑 嚇

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 五 三

毒
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　 　 　 　 碧 由 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 五 四

と あ り ま す 、 忠 公 は 清 原 業 忠 を 申 し た の で あ り ま す 、 是 で 見 ま

す る と 太 極 は 碧 山 日 録 の 文 章 や 日 録 中 の 詩 偶 を 先 輩 叉 は 友

人 に 見 せ て 是 正 し て 貰 っ た 様 に 思 は れ ま す 。

又 此 の 碧 山 日 録 に は 一 條 兼 良 公 が 序 文 を 書 い て 與 へ ら れ た

様 で 、 日 録 の 慮 仁 二 年 三 月 七 日 の 條 に

　 前 開 自 一 條 殿 下 、 賜 一 碧 山 日 録 之 序 一 紘 掃

と あ り ま す 、 同 月 の 十 五 日 の 條 に も

　 與 並 在 太 史 長 公 } 賜 唱 一 條 殿 下 謝 レ 賜 幅 日 録 序 ↓ 、

と あ る の を 見 ま す と 此 の 日 録 に は 序 文 ガ あ っ た こ と 、 思 ひ

ま す 、 是 の 前 開 白 一 條 殿 下 は 一 條 家 の 系 圖 に 依 て 彦 ま す と 彼

の 有 名 な る 一 條 兼 良 公 に 當 る の で あ り ま す 、 兼 良 公 は 桃 華 老

人 又 は 三 關 野 老 人 と も 稻 せ ら れ て 文 明 十 三 年 に 入 十 歳 で 亮
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せ ら れ た 方 で 、 恰 も 此 の 日 録 の 序 文 を 書 か れ た 時 が 六 十 七 歳 、

に 當 り ま す 、 彼 の 正 徹 書 記 の 歌 集 草 根 集 に も 蕪 良 公 か 序 文 を

著 て 居 ら れ ま す 。

次 に 太 極 は 當 時 相 慮 に 詩 文 の 作 者 で あ っ た 様 に 想 像 さ れ ま

す 、 そ れ は 磨 仁 二 年 五 月 六 日 の 條 に

　 前 板 首 座 、 見 レ 求 三 余 之 製 淋 汗 幹 縁 之 疏 ↓ 拒 僻 再 三 、 請 不 己 夷 、

と あ り ま す 、 次 に 九 日 の 條 に

　 問 季 弘 於 長 楽 ↓ 出 二 淋 汗 之 疏 ↓ 而 求 翼 品 判 一 也 、

と σ あ り 、 又 十 日 の 條 に も

　 謁 二 常 喜 、 和 樹 齢 亦 出 拙 語 ↓ 受 慈 数 一 ( 常 喜 は 華 醤建 胃 な 指 す )

と あ り 、 周 く 十 三 日 の 條 に も 「 浄 二 書 林 汗 化 疏 己 と 記 し 、 其 の 作 疏 の

全 文 を 記 載 し て 居 り ま す 、 鼓 で 】 寸 申 上 げ ね ば な ら ぬ こ と は

　 　 　 　 碧 山 圓 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 五 五

轟

塾 一 言 ・茎 一 華 書 意 懸



　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 観 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 輔 五 六

五 山 で 疏 を 作 る 入 は 多 く は 西 堂 以 上 の 人 で あ り ま す 、 中 に は

藏 主 位 の 人 で 作 る の も あ り ま す 、 彼 の 相 図 寺 の 興 彦 龍 の 如 き

建 仁 寺 の 樗 元 方 の 如 き が あ り ま す ガ 是 等 は 異 数 で す 、 そ れ で

太 極 は 此 頃 に は 既 に 西 堂 の 位 に な っ て 居 り は せ な ん だ か と

も 思 は れ ま す 、 彼 の 藏 主 で あ っ た 文 安 二 年 か ら 既 に 十 五 六 年

も 過 ぎ て 居 り ま す か ら 或 は 西 堂 位 で あ っ た か と も 思 は れ ま

す 、 叉 季 弘 大 淑 の 簾 軒 日 録 文 明 十 入 年 入 月 四 日 の 條 を 見 ま す

る と 、

　 　 　 　 　 　 　 カ

　 昨 日 雨 中 入 充 子 寮 蔵 開 机 上 冊 子 而 見 レ 之 、 乱 中 恵 山 之 諸 友 相 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 　 へ

　 僧 所 作 之 聯 句 詩 、 左 回 此 珊 虫 太 周 、 太 極 、 郁 文 伯 、 湖 海 西 等 諸 友 也 、

　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

　 此 四 人 皆 遊 具 、 其 外 存 者 、 僅 愚 老 一 人 、 愚 在 高 田 舎 茄 以 レ 病 、 錐 レ 存 非 レ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

　 存 、 不 レ 畳 讃 之 一 浴 然 太 極 與 レ 余 同 甲 也 、 臥 中 、 南 輝 瑞 要 西 堂 、 竺 關 、

』
一



　 和 先 祖 慈 氏 相 術 與 普 明 図 師 難 字 和 答 ハ 四 五 十 首 入 句 也 、 各 求 幅

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 の 　 　 　 む 　 　 む 　 　 む 　 　 　 　 　 む 　 　 む 　 　 ムリ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 和 一 首 ↓ 月 建 及 愚 亦 和 一 首 、 太 極 四 五 日 之 際 、 利 者 五 十 首 、 一 代

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 む　

之 絶 作 也 、 巽 中 妙 語 奇 封 不 レ 爲 レ 不 レ 多 、 月 建 和 愉 絶 賞 特 甚 、 飴 求 晶 其

. 草 稿 於 太 極 秘

レ 之 、 好 事 之 人 奪 レ 之 、 全 美 其 人 之 名 雄 レ 求 不 レ 可 レ 得 、 恐

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ ン ジ

　 竺 關 猶 得 蓄 レ 之 乎 、 充 子 、 爾 年 猶 少 、 他 日 求 於 竺 關 之 左 右 ↓ 窮 而 留

　 則 可 夷 、 可 菖 以 傳 於 後 也 、 云 々

と あ り ま す 、 是 れ で 考 へ ま し て も 太 極 は 當 時 諸 友 の 間 か ら 作

者 を 以 て 推 奨 を 得 て 居 っ た こ と ガ 分 り ま す 。

次 に 太 極 は 飴 程 能 書 で あ っ た 様 で 、 日 録 の 中 に 醍 醐 の 三 寳 院

の 僧 正 か ら 聖 濟 総 録 の 不 足 を 謄 窮 し て 呉 れ ぬ か と 績 ま れ た

か 断 つ た こ と 、 後 に あ ま り 頼 ま れ る の で 其 の 初 巻 だ け 窮 し た

こ と 、 菊 阿 と 云 ふ 人 か ら 扁 額 の 揮 毫 を 頼 ま れ た こ と 、 雲 章 一 慶

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 五 七



　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 輔 五 入

の 語 録 を 浄 書 し た こ . と か 記 し て あ り ま す 。

次 に 碧 山 日 録 を 績 み ま す る と 、 木 幡 よ り 塵 隠 に 蹄 . る と か 或 は

霧 雲 に 締 る と ば か り あ り ま し て 碧 山 に 踊 る と 云 ふ こ と は 一

箇 所 も 見 へ ま せ ぬ 、 霧 雲 と 申 す は 今 も 東 福 寺 に あ り ま す ガ 、 足

れ は 彼 の 有 名 な る 咬 傷 の 不 二 巷 を 後 に 霧 雲 と 稔 し た の で 、 太

極 當 時 の 盤 雲 は 當 時 不 二 巷 の 境 内 に 小 港 が あ っ た と 云 ふ こ

と で あ り ま す 、 難 隠 は 霧 雲 の 攣 名 か 、 或 は 別 寺 か 分 り ま せ ぬ ガ

兎 に 角 文 章 の 盤 梅 か ら 推 測 し ま し て も 東 繭 寺 の 境 内 に あ っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 　 へ

た も の と 思 は れ ま す 、 而 し て 日 録 の 中 に 碧 山 の 藷 は た っ た 二

箇 所 よ り あ り ま せ ぬ 、 長 緑 三 年 五 月 七 日 の 條 に

　 ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 ムリ 　 　 む 　 　 　ヘ 　 　 　へ

　 灘 軸 朽 珊 於 碧 山 窓 下 納 得 往 年 予 之 所 賦 偶 碩 若 干 篇 一 　 　 　 　 、

と あ り ま し て 、 又 磨 仁 二 年 二 月 五 日 の 條 に

血一
藤
_一

一
廠
一

重



メ
酒
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　 縢 公 衆 、 寄 惑 礫 石 印 画 ↓ 以 一 他 適 不 相 接 一

と 記 し 、 同 く 入 日 の 條 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 へ 　 　 　 　 　 　 　 づ 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

　 慮 子 春 仲 五 日 、 陽 留 居 士 ( 縢 公 の こ と ) 問 予 碧 山 嚇 而 値 幅 不 在 ↓ 留 袖 一意

　 ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　へ

　 於 門 工 文 頭 惑 以 礫 石 印 画 一 枚 噸

と あ り ま す 、 足 れ で 考 へ ま す と 、 太 極 は 碧 山 に も 居 り 、 叉 雲 隠 や

疑 雲 を 兼 務 し て 居 た か と 想 像 せ ら れ ま す 、 其 の 他 か ら 蹄 つ た

時 を 記 し た に は 多 く は 霧 雲 叉 は 難 隠 と 記 し て 居 る に も 拘 ら

ず 、 轟 干 を し た り 、 珍 客 の 来 訪 に は 碧 山 と 記 し て 居 る 所 を 見 ま

す る と 彼 れ の 本 柱 院 は 碧 玉 山 で あ っ た か と 想 像 し ま す 、 足 れ

で 前 に 申 上 げ た 如 く 碧 山 が 入 の 名 で な く て 、 寺 の 山 號 で あ る

こ と は 一 層 明 瞭 に 成 た 事 と 存 じ ま す 。

太 極 に は 碧 山 日 録 の 外 に 押 韻 集 と 云 ふ 著 述 ガ あ 9 ま す 、 そ れ

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 軸 五 九



＼

,
一 ー ー 　 . 　 瞬 　 駄 　 バ

　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 六 〇

は 前 に 申 上 げ た 太 極 の 親 友 の 季 弘 太 叔 の 文 集 に 藤 巻 遺 稿 一

班 が あ っ て 、 其 の 遺 稿 中 に 「 書 押 韻 後 」 と 云 ふ 一 文 ガ あ り ま す 、 こ

の 押 韻 集 は 太 極 の 著 述 で 、 太 極 が 磨 仁 の 乱 を 避 け て 何 れ へ か

逃 れ て 居 た 中 に 、 日 々 諸 書 を 渉 猟 し て 巽 中 か ら 偶 碩 や 詩 句 の

妙 所 を 摘 録 し た も の で あ り ま す 、 季 弘 の 文 中 に 「 太 極 之 此 作 也 、

偶 碩 以 主 ロ 徒 之 先 務 ↓ 箕 之 於 賞 辞 之 與 句 、 岐 而 作 レ ニ 、 而 次 レ 焉 、 摘 語 甚

簡 、 鯛 レ 類 而 分 、 可 レ 謂 能 知 所 レ 揮 焉 」 と . あ り ま す 、 足 れ て 押 韻 集 の 内 容

が 分 り ま す 、 此 集 の 蹟 文 は 季 弘 が 文 明 四 年 に 書 い た も の で あ

り ま す ガ 、 其 の 初 め に

　 我 友 太 極 、 遣 世 方 擾 、 遊 兵 山 中 、 杜 絶 人 事 、 四 換 青 黄 、 .

と あ り ま す 、 磨 仁 は 二 年 で 終 っ て 翌 年 は 文 明 元 年 で あ り ま す 、

文 明 四 年 に 書 い た 丈 に 「 四 換 青 黄 」 と あ り ま す か ら 文 明 元 年 か

　
　

__
1.

　
_二

_一
補

壷
_繍

Ψ声
雌



ら 太 極 は 京 師 の 吼 を 避 け て 何 れ へ か 参 っ て 居 た ら し く 思 は

れ ま す 、 碧 山 日 録 は 慮 仁 二 年 の 十 二 月 に 終 っ て 居 り ま す か ら

其 後 の こ と は 分 り ま せ ぬ が 「 遣 世 方 乱 、 遊 兵 山 中 」 と あ る よ り 見

ま す る と 或 は 江 州 邊 に で も 避 難 し て 居 た か と 思 は れ ま す 、 申

す 迄 も な く 慮 仁 の 大 乱 は 京 都 至 る 所 天 攣 な 騒 擾 で 東 西 爾 陣

の 大 戦 に つ れ て 、 白 書 諸 所 に 盗 賊 が 横 行 し 、 現 に 碧 山 日 録 に も

東 幅 寺 へ 賊 が 入 て 北 谷 の 寺 の 住 僧 が 何 れ へ か 避 難 し た こ と

を 記 し て 居 り ま す 、 日 録 の 慮 仁 二 年 八 月 二 十 八 日 の 條 に

　 十 四 日 、 白 歯 兵 入 高 木 寺 嶋 常 喜 、 法 憧 、 長 慶 、 本 成 之 諸 老 、 及 長 幼 之 徒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 数 百 貫 悉 下 レ 山 而 去 、 鐘 鼓 止 レ 響 、 香 煙 絶 レ 光 、 欠 農 論 晩 参 之 勤 邊 夷

　 　 　 　 シ

　 戎 卒 、 狼 亀 籍 於 諸 堂 ハ 屠 隅 肉 庫 下 ↓ 繋 馬 廊 間 ↓ 行 力 未 レ 逃 者 、 賜 蹟 只 恐 こ 殺

・ 裁 而 己 、 其 暴 虐 不 レ 可 レ 言 、

　 　 　 　 磐 田 凝 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 = 二



峯 , ξ ・ ジ 、 認 麟 欄 綴 織 著 辞

　 　 　 　 臨 碧 ㌔ 燈 鐸 録 の 著 者 に 就 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 六 こ

と あ り ま ず 、 右 様 の 有 様 で す か ら 、 太 極 も 漣 も 東 幅 寺 に は 居 ら

れ な ん だ こ と ふ 思 は れ ま す 、 此 の 當 時 の 五 山 信 徒 は 多 く 東 江

州 に 避 難 を し て 居 り ま す 、 彼 の 有 名 な る 相 國 寺 の 横 川 景 三 も

磨 仁 元 年 の 入 月 に 桃 源 瑞 仙 や 景 絵 馬 麟 と 共 に 江 州 の 永 源 寺

に 臥 を 避 け て 居 り ま す 、 其 時 の 文 集 に 東 灘 集 と 云 ふ 一 班 ガ あ

琶 り ま す ガ 、 そ れ を 見 ま す と 江 州 邊 に も 賊 徒 が 横 行 し て 居 っ た

様 で あ り ま す 。

最 後 に 一 つ 申 上 げ ね ば な ら ぬ こ と は 、 初 め に 塞 げ ま し た 解 題

の 中 に 「 零 本 五 珊 」 と 云 ふ こ と ふ 「 長 藤 三 年 と 磨 仁 二 年 を 除 き て

は 皆 残 欠 な り し 」 乏 記 し て あ り ま す ガ 是 は 何 も 謹 擦 の な い こ

と で 、 果 し て 零 本 で あ る か 、 残 欠 で あ る か は 判 断 に 苦 む の で あ

り ま す 、 現 に 端 渓 周 鳳 の 臥 雲 日 件 録 で も 端 渓 か 五 十 五 歳 の 時

。一



に 始 め た も の で 、 日 件 録 の 巻 首 に も

　 文 安 三 年 三 月 晦 、 予 退 M 崇 壽 一 移 二 壽 屋 軒 ↓ 退 園 無 事 、 記 一 日 用 裏 名 日 柄

　 日 併 録 云 々

と あ ま す 、 即 ち 端 渓 が 功 成 り 名 遂 げ て 退 隠 後 、 無 事 の 絵 に 記 し

た も の で す 、 又 季 弘 の 簾 軒 日 録 で も 彼 、 れ ガ 東 幅 寺 を 退 院 後 、 漸

く 文 明 十 二 年 か ら 記 し 始 め た も の で 、 彼 れ は 同 く 十 九 年 に 寂

。 し て 居 り ま す 、 何 も 日 録 は 若 い 時 分 か ら 記 述 す る に 極 ま っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぷ

居 り ま せ ぬ 、 然 れ ば 此 の 碧 山 日 録 も 何 の 根 糠 も な く し て 、 零 本

と か 残 欠 と 云 ふ こ と は 出 來 ま せ ぬ 、 私 は 寧 ろ 足 れ だ け の も の

か と 思 ひ ま す 、 零 本 と か 残 欠 と か 断 定 す る よ り も 此 の 見 定 め

ガ 適 。 當 の 如 く 思 は れ す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　ヘ 　 　 　へ

瘍 土 述 べ ま る 允 所 で 碧 仙 月 録 の 著 者 は 太 極 蔵 主 と 云 ふ 東 福

　 　 　 　 碧 ρ 山 ㍗ 艮 γ 録 の ヂ 著 r 者 に 就̀ 「 で 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 山 ハ 一 二

一
心

一 茎 孝 董 吃



　 　 　 　 碧 山 日 録 の 著 者 に 観 て 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 六 四

へ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 ヘ 　 　 へ

寺 の 曾 で 雅 號 を 雲 泉 と 聡 し た 人 で あ る と 云 ふ こ と だ け は 御

　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　や

了 解 に 成 た こ と あ 存 じ ま す 、 然 れ ば 今 日 の 講 演 の 目 的 は 不 束

な か ら 一 応 達 し た の で あ り ま す か ら 是 れ で 御 免 を 蒙 り ま す 、


